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安
全
性
へ
の
感
度

　
「
Ｅ
Ｕ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を
持
つ

国
々
の
集
合
体
で
す
。
加
盟
二
七
カ
国
の
中
に
は
原
子
力
を
持
た
な

い
国
も
あ
れ
ば
、
非
常
に
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
る
国
も
あ
り
ま

す
が
、
原
子
力
の
安
全
確
保
は
国
境
を
超
え
た
課
題
な
の
で
、
Ｅ
Ｕ

全
体
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

各
国
大
使
館
が
集
ま
る
東
京
・
南
麻
布
。
そ
の
一
画
に
あ
る
駐
日

欧
州
連
合
代
表
部
を
訪
ね
る
と
、
バ
ー
バ
ラ
・
ロ
ー
デ
科
学
技
術
部

部
長
は
開
口
一
番
、
国
際
協
力
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

　

ロ
ー
デ
さ
ん
が
言
う
と
お
り
、
Ｅ
Ｕ
各
国
の
原
子
力
政
策
は
実

に
多
様
だ
。
現
在
、
加
盟
国
の
半
数
以
上
に
あ
た
る
一
五
カ
国
が

原
子
力
発
電
所
を
持
っ
て
い
て
（
合
計
一
四
五
基
、
う
ち
運
転
中

一
三
二
基
）、
域
内
電
力
の
約
三
分
の
一
を
賄
っ
て
い
る
。
そ
の
中

に
は
五
八
基
も
持
ち
自
国
電
力
の
七
五
％
を
賄
う
フ
ラ
ン
ス
も
あ
れ

ば
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
の
よ
う
に
一
基
な
が
ら
同
四
二
％
と
い
う
国
も
あ

る
。
ド
イ
ツ
や
ベ
ル
ギ
ー
が
原
子
力
撤
退
・
縮
小
路
線
を
打
ち
出
す

一
方
で
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

で
は
維
持
・
拡
大
の
動
き
が
進
ん
で
い

る
。
さ
ら
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
、
新
た

に
原
子
力
を
持
と
う
と
し
て
い
る
国
も

あ
る
。

　

原
子
力
と
の
距
離
は
さ
ま
ざ
ま
な
が

ら
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
に
は
原
子
力
安
全
に
つ

い
て
考
え
る
契
機
と
な
っ
た
共
通
体
験

が
あ
る
。
一
九
八
六
年
に
旧
ソ
連
で
発

生
し
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
だ
。

　
「
地
理
的
に
近
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
影
響
も
大
き
く
、
事
故
直
後
か

ら
注
意
深
い
対
応
を
強
い
ら
れ
た
た
め
、『
安
全
性
へ
の
感
度
』
が

非
常
に
高
ま
り
ま
し
た
」
と
、
ロ
ー
デ
さ
ん
は
言
う
。

　

九
一
年
に
ソ
連
邦
が
崩
壊
し
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所

が
立
地
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
Ｅ
Ｕ
の
近
隣
国
と
な
っ
た
。
そ
ん
な

状
況
変
化
も
あ
っ
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
は
緊
密
に
技
術
交
流
・
情
報

交
換
を
継
続
。
こ
の
経
験
が
原
子
力
の
安
全
基
準
を
構
築
す
る
上
で

の
基
礎
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
原
子
力
の
安
全
管
理
責
任
は
加
盟
各
国
の
規
制
機

関
が
担
い
、
Ｅ
Ｕ
の
役
割
は
枠
組
み
づ
く
り
に
留
ま
る
そ
う
だ
が
、

各
国
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
（
良
好
事
例
）
の
共
有
、
安
全
規
制
等
に
関
す
る
情
報
交
換
、

最
新
技
術
の
共
有
が
可
能
に
な
る
。
そ
こ
で
Ｅ
Ｕ
は
二
〇
〇
七
年
、

Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｒ
Ｅ
Ｇ
（European N

uclear Safety Regulators Group

＝
欧
州
原
子
力
安
全
規
制
機
関
グ
ル
ー
プ
）
を
設
置
。
原
子
力
の
保

有
・
非
保
有
に
関
わ
ら
ず
、
加
盟
国
の
原
子
力
規
制
当
局
高
官
が
メ

ン
バ
ー
と
な
り
、
独
立
し
た
専
門
家
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
立
場
か
ら

欧
州
委
員
会
は
じ
め
各
国
へ
の
提
言
や
勧
告
を
行
っ
て
い
る
。

Ｅ
Ｕ
の
原
子
力
安
全
対
策

駐日欧州連合代表部 バーバラ・ローデ公使参事官 科学技術部 部長

ク
ロ
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
レ
ビ
ュ
ー
す
る

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
で
高
ま
っ
た
Ｅ
Ｕ
の
「
安
全
性
へ
の
感

度
」
は
、
フ
ク
シ
マ
事
故
の
際
に
も
素
早
い
行
動
と
し
て
現
れ
た
。

　

３
・ 

11
か
ら
僅
か
四
日
後
の
一
一
年
三
月
十
五
日
、
Ｅ
Ｕ
は
緊

急
会
合
を
開
催
。
欧
州
委
員
会
エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当
の
エ
ッ
テ
ィ
ン

ガ
ー
委
員
が
、
域
内
の
原
子
力
発
電
所
を
対
象
に
、
地
震
・
洪
水
と

い
う
過
酷
な
自
然
災
害
と
、
航
空
機
衝
突
や
テ
ロ
な
ど
人
災
に
対
す

る
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
（
耐
性
検
査
）
の
実
施
を
提
案
し
た
。
十
日
後

の
欧
州
理
事
会
（
首
脳
会
議
）
で
実
施
が
正
式
決
定
さ
れ
、
各
国
に

原
子
力
事
故
の
深
刻
さ
は
、
そ
の
影
響
が
容
易
に
国
境
を
越
え
て
し
ま
う
点
に
あ
る
。

３
・ 

11
後
、
世
界
各
国
で
原
子
力
安
全
を
再
検
証
す
る
動
き
が
広
が
っ
た
が
、

な
か
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
が
牽
引
役
と
な
り
、

い
ち
早
く
独
自
の
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
な
ど
迅
速
な
対
応
が
注
目
を
集
め
た
。

あ
れ
か
ら
二
年
。
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
の
成
果
は
？　

残
さ
れ
た
課
題
は
？
─
─

駐
日
欧
州
連
合
代
表
部
を
訪
ね
、
話
を
聞
い
た
。

E
u

r
o

p
e

a
n

 U
n

io
n

2011年3月15日、欧州理事会に先立ち、加盟国エネルギー担当大臣会合が開催され、
ストレステスト導入が提案された ⓒEuropean Union, 2013
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参
加
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
欧
州
委
員
会
と
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｒ
Ｅ
Ｇ
は

検
査
内
容
や
実
施
プ
ロ
セ
ス
な
ど
「
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
の
仕
様
書
」

を
作
成
。
六
月
一
日
、
原
子
力
発
電
所
を
持
つ
加
盟
一
五
カ
国
と
、

Ｅ
Ｕ
非
加
盟
の
ス
イ
ス
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
も
自
主
的
に
参
加
し
て
、
ス

ト
レ
ス
テ
ス
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

テ
ス
ト
は
発
電
所
の
稼
動
を
続
け
な
が
ら
、
大
き
く
三
段
階
に
分

け
て
実
施
さ
れ
た
。
第
一
段
階
は
、
原
子
力
発
電
所
の
運
転
事
業

者
自
ら
が
行
う
「
自
己
評
価
」。
第
二
段
階
は
、
各
国
の
規
制
当
局

が
事
業
者
の
自
己
評
価
を
確
認
す
る
「
国
別
評
価
」。
そ
し
て
第
三

段
階
が
、
参
加
国
は
も
と
よ
り
他
の

Ｅ
Ｕ
加
盟
国
や
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
（
国
際
原

子
力
機
関
）、
ア
メ
リ
カ
、
そ
し
て

日
本
を
含
む
二
四
カ
国
・
八
〇
人
の

原
子
力
専
門
家
で
構
成
さ
れ
た
多
国

籍
チ
ー
ム
が
、
国
別
評
価
の
チ
ェ
ッ

ク
や
現
地
調
査
を
行
う
「
ピ
ア
レ

ビ
ュ
ー
」
で
あ
る
。

　

よ
り
客
観
的
で
信
頼
度
の
高
い
評

価
の
た
め
に
各
国
か
ら
集
ま
っ
た
専

門
家
た
ち
は
、
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン

ト
対
策
な
ど
テ
ー
マ
ご
と
の
評
価
会

や
、
そ
れ
ぞ
れ
他
国
の
サ
イ
ト
を
視

察
し
た
上
で
国
別
の
相
互
評
価
会
を

実
施
。
忌
憚
の
な
い
議
論
が
重
ね
ら

れ
た
。

　
「
原
子
力
を
持
た
な
い
国
の
専
門

家
も
加
わ
っ
た
ク
ロ
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル

な
レ
ビ
ュ
ー
に
よ
っ
て
、
安
全
の

フランス中部、内陸部にあるシヴォー原子力発電所 ⓒEuropean Union, 2013

い
分
野
が
あ
っ
た
の
も
事
実
で
す
」
と
、
ロ
ー
デ
さ
ん
は
率
直
に
語

る
。

　

例
え
ば
、
地
震
に
対
し
て
は
全
原
子
炉
の
三
七
％
、
洪
水
に
対
し

て
は
同
四
三
％
で
最
新
基
準
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
な
ど
、
自

然
災
害
に
対
す
る
リ
ス
ク
が
指
摘
さ
れ
た
ほ
か
、
五
六
％
の
原
子
炉

で
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
応
設
備
の
保
護
措
置
や
保
管
場
所
に
何

ら
か
の
不
備
が
見
つ
か
っ
た
。
ま
た
、
フ
ク
シ
マ
事
故
で
も
問
題
に

な
っ
た
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
が
導
入
さ
れ
て
い
な
い
原
子
炉

も
二
二
％
に
上
っ
た
。

　
「
総
じ
て
良
好
」
と
は
い
え
、
改
善
点
は
数
百
カ
所
に
上
り
、
改

善
に
要
す
る
コ
ス
ト
は
、
一
基
あ
た
り
三
〇
〇
〇
万
〜
二
億
ユ
ー
ロ

（
三
〇
億
〜
二
〇
〇
億
円
）、
Ｅ
Ｕ
全
体
で
は
最
大
二
五
〇
億
ユ
ー
ロ

（
二
・
五
兆
円
）
に
達
す
る
と
の
試
算
も
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
は
こ
れ
に
ど
う

対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
「
安
全
水
準
と
し
て
支
障
は
な
く
発
電
所
を
止
め
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
リ
ス
ク
を
残
し
た
ま
ま
で
は
い
け
な
い
の
で
、
Ｅ
Ｕ
の

勧
告
に
基
づ
き
各
国
は
現
在
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
改
善

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
ど
こ
ま
で
改
善
を
行
う
か
は
個
々
の
国
や

事
業
者
が
決
め
る
こ
と
で
す
が
、
欧
州
委
員
会
や
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｒ
Ｅ
Ｇ
も

世界はいま――EU
シヴォー原子力発電所の制御パネル（上）と冷却プール
ⓒEuropean Union, 2013

た
め
に
何
を
な
す
べ
き
か
と
い
う
非
常
に
深
い
分
析
が
で
き
ま
し
た
。

『
何
か
起
き
た
と
き
、
他
国
な
ら
ど
う
す
る
か
』
を
互
い
に
学
び
合
い

経
験
を
共
有
す
る
こ
と
こ
そ
、
安
全
性
を
高
め
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

改
善
点
は
数
百
カ
所
！

　

一
二
年
四
月
、
欧
州
委
員
会
と
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｒ
Ｅ
Ｇ
は
ス
ト
レ
ス
テ
ス

ト
の
報
告
書
を
採
択
（
最
終
報
告
書
発
表
は
同
年
六
月
）。
各
国
の

安
全
対
策
に
は
確
実
な
改
善
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
、
今
後
は
さ
ら
な

る
安
全
対
策
の
充
実
に
向
け
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
図
る
と
い
う
共
同

声
明
を
発
表
し
た
。

　
「
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
の
結
果
は
総
じ
て
良
好
で
、
直
ち
に
運
転
停

止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
重
大
な
欠
陥
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
も
、
フ
ク
シ
マ
の
教
訓
に
照
ら
し
て
考
え
る
と
、
最
高

レ
ベ
ル
の
安
全
基
準
や
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
が
適
用
さ
れ
て
い
な

EUの原子力発電所	
国名 基数（サイト数）
フランス 58（19）
イギリス 19（10）
ドイツ 17（12）＊

スウェーデン 10（03）
スペイン   8（06）
ベルギー   7（02）
チェコ   6（02）
フィンランド   4（02）
スロバキア   4（02）
ハンガリー   4（01）
ブルガリア   2（01）
ルーマニア   2（01）
リトアニア   2（01）＊＊

オランダ   1（01）
スロベニア   1（01）

＊ドイツはフクシマ後、8基（4サイト）の
原子炉を停止。稼動中は9基（8サイト）
＊＊リトアニアは2基とも廃炉を推進中 

ストレステストには、上記15カ国に
加え、EU非加盟の近隣2カ国も参加

ウクライナ 15（04）
スイス   5（04）

右／ストレステストを総括する欧州委員会エネルギー担当のエッティンガー委員 ⓒEuropean Union, 2013

左／ENSREGの規制会議にて発表するM.ウェイトマン・英国原子力規制局長官。氏は現在、
日本の原子力規制庁の国際アドバイザーも務めている  European Nuclear Safety Regulators Groupのサイトより転載

出所：EUストレステストの資料をもとに作成
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チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
や
フ
ク
シ
マ
の
教
訓
を
着
実
に
生
か
し
、
前
向
き

に
動
い
て
い
る
Ｅ
Ｕ
。
一
方
、
日
本
で
は
原
子
力
へ
の
信
頼
は
地
に

墜
ち
、
多
く
の
原
子
力
発
電
所
が
稼
動
停
止
し
た
ま
ま
だ
が
、
信
頼

回
復
の
道
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
大
切
な
の
は
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
で
協
議
を
す
る
こ
と
で
す
。

信
頼
と
は
、
対
話
を
伴
っ
た
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
醸
成
さ
れ
る
も
の
。

特
に
原
子
力
の
よ
う
な
重
要
問
題
は
、
一
国
だ
け
で
判
断
す
る
の
で

は
な
く
、
他
国
の
意
見
も
取
り
込
む
オ
ー
プ
ン
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。
少
な
く
と
も
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
物
事

を
マ
ネ
ー
ジ
す
る
原
則
で
す
」。
オ
ー
プ
ン
性
、
透
明
性
の
観
点
か

ら
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
の
報
告
書
も
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
。
多
く
の

人
の
目
に
触
れ
る
こ
と
で
、
結
果
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
促
す
こ
と

が
狙
い
だ
そ
う
だ
。

　

最
後
に
ロ
ー
デ
さ
ん
に
、
日
本
政
府
や
電
力
会
社
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
す
る
と
、「
も
っ
と
協
力
し
ま
し
ょ
う
！
」
と
い
う
答

え
が
返
っ
て
き
た
。

　

日
本
も
Ｅ
Ｕ
に
続
き
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
現
行
の
安
全

基
準
も
国
際
水
準
か
ら
見
て
遜
色
の
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
さ
ら

に
安
全
性
を
高
め
る
べ
く
新
安
全
基
準
の
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る

─
─
「
私
た
ち
は
経
済
や
産
業
で
競
争
も
す
る
が
、
原
子
力
の
安
全

は
国
境
を
超
え
る
プ
リ
コ
ン
ペ
テ
ィ
テ
ィ
ブ
な
テ
ー
マ
で
す
。
非
常

に
不
幸
な
経
験
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
が
フ
ク
シ
マ
事
故
か
ら

学
ぶ
こ
と
は
多
く
、
日
本
は
世
界
で
最
も
貴
重
な
知
見
と
専
門
性
を

備
え
た
国
。
互
い
に
知
見
を
共
有
し
合
え
ば
、
安
全
確
保
の
た
め
の

研
究
や
技
術
開
発
も
よ
り
迅
速
に
効
率
的
に
進
む
は
ず
。
Ｅ
Ｕ
に
は

国
際
的
に
オ
ー
プ
ン
な
研
究
の
枠
組
み
が
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
日
本
も

参
加
し
て
く
だ
さ
い
」。
そ
う
ロ
ー
デ
さ
ん
は
結
ん
だ
。

世界はいま――EU

取
材
・
編
集
／
田
窪
由
美
子

ん
。
技
術
は
常
に
進
歩
す
る
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
安
全
の

た
め
に
最
新
技
術
を
行
使
す
る
共
通
の
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
。
そ

れ
が
私
た
ち
の
目
標
で
す
」
と
、
ロ
ー
デ
さ
ん
の
見
解
は
明
快
だ
。

　

も
う
一
つ
、
原
子
力
に
関
し
Ｅ
Ｕ
全
体
の
重
要
課
題
と
な
っ
て
い

る
の
が
、
使
用
済
燃
料
や
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
問
題
だ
。
一
一
年

八
月
に
「
放
射
性
廃
棄
物
管
理
指
令
」
を
発
令
、
加
盟
国
に
は
一
五

年
八
月
ま
で
に
行
動
計
画
を
策
定
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
が
、
最
終

処
分
に
道
筋
を
つ
け
て
い
る
の
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

と
い
っ
た
一
部
の
国
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
地
層
処
分
へ
の
取
り
組
み

に
お
い
て
先
ん
じ
て
い
る
一
方
、
他
の
加
盟
国
は
同
様
の
解
決
方
法

を
模
索
し
て
い
る
段
階
で
す
」

オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
で
協
議
す
る

　

多
様
な
価
値
観
を
内
包
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、

英仏海峡に面したフランス・パリュエル原子力発電所 ⓒEDF - Marc DIDIER

世界でいち早く最終処分に道筋をつけたフィンランド。写真手前のオルキルオト原子力発電所から奥へ1kmほどのところに、使用済燃料最終処分場・オンカロがある ⓒTVO

ドイツとの国境・ライン川沿いに建つ
フランス・フェッセンハイム原子力発電所 ⓒEuropean Union 2011 PE-EP

各
国
の
取
り
組
み
を
注
意
深
く
モ
ニ
タ
ー
し
て
い
ま
す
」

　

欧
州
委
員
会
は
一
四
年
六
月
、
勧
告
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
報
告

を
行
う
予
定
で
、
各
国
は
大
半
の
改
善
を
一
五
年
ま
で
に
完
了
す
べ

く
対
応
を
急
い
で
い
る
。

残
さ
れ
た
課
題
─
─
安
全
基
準
と
最
終
処
分

　

Ｅ
Ｕ
は
今
、
フ
ク
シ
マ
事
故
や
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
の
結
果
を
教
訓

と
す
る
新
た
な
安
全
基
準
づ
く
り
、
す
な
わ
ち
現
行
の
「
原
子
力
安

全
指
令
」
の
改
正
を
進
め
て
い
る
。
今
回
の
改
正
で
は
、
Ｅ
Ｕ
全
体

で
安
全
基
準
を
「
可
能
な
限
り
最
高
の
技
術
基
準
に
統
一
」
す
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
い
る
が
、
原
子
力
へ
の
ス
タ
ン
ス
も
十
人
十
色
の
Ｅ

Ｕ
だ
け
に
、
基
準
統
一
に
は
根
強
い
反
対
の
声
も
あ
る
。
し
か
し

「
十
年
前
の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
が
今
も
ベ
ス
ト
と
は
限
り
ま
せ


